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学校法人大阪産業大学 理事長　　吉岡  征四郎

保護者の皆様へ
「大阪産業大学　100 周年を見据えて」

　後援会の皆様方におかれましては日頃より学園運営に多大なるご支援、ご協力を頂きまして誠にありがと

うございます。

　さて、本年 11 月 1 日、本学園は昭和 3年大阪鉄道学校として発足して以来創立 90 周年を迎えること

ができました。90 周年に際しましては、後援会より記念事業費として多額のご寄付を頂戴いたしました。

頂きましたご高志は全額を学生諸君の就学環境の整備に活用させていただく所存であります。心より御礼を

申し上げます。また、11 月 2日に挙行いたしました 90 周年の記念式典には川合会長、市原前会長はじめ

後援会役員の方にもご多用の中ご参加いただき、ともども新たな門出を寿ぐことができました。重ねて御礼

申し上げます。

　この度の 90 周年の節目にあたって、私ども全職員は今一度初心に帰り、前途有為な青年を育成するとい

う社会的使命を果たし、今後とも学生、保護者に選ばれる学園であり続けるための行動指針として、10 年

後の 100 周年を見据えた長期ビジョン「ビジョン 100」を策定いたしました。現在このビジョンを実現

するための具体的なアクションプランとして「中期事業計画」を策定中であります。「グローバルな視点を

持ちつつ、生涯を通じて向上心を持ち続け、社会に貢献する信頼される社会人」の育成を目指してまいりま

す。さらに今後 10 年間にわたる「キャンパス整備計画」及び来年 4月オープン予定の「食堂のリニュー

アル計画」を併せて策定・実施し、学生の就学環境と福利厚生の一層の充実を図って参ります。

　私は、建学の精神「偉大なる平凡人たれ」には二つの意味が込められていると自分流

に解釈しております。一つは文字通り自分の職分・責任をしっかりと果す、信頼される、

誠実な職業人たれ、という意味であります。もう一つは、「深い人生観と広い世界観

を持った」心豊かな人間たれ、という意味であると考えております。このような若

者の育成に今後とも職員一同力を尽くしてまいる所存でありますので、皆様方におか

れましても引き続き一層のご支援、ご協力をお願いし、挨拶とさせていただきます。

　　　　「Parents ←→Osaka Sangyo Univesity」
「後援会だより」は、保護者と大阪産業大学をつなぐコミュニティ誌です。
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　　　 にAR機能がつきました　下記の手順でぜひアプリをダウンロードしてください。

AppStoreまたはGooglePlayで
「あるぞうくん」を検索してください。

ARアプリ「あるぞうくん」を
ダウンロードする

STEP1

※ 一部のスマートフォン・タブレットではご覧いただけない場合があります。※ AR コンテンツの視聴期間は予告なく終了させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

「あるぞうくん」アプリを起動
し、右記専用QRをスマホ等で必
ず読み取ってください。

専用QRを読み込む
STEP2

左のマークが付いている写真
全体にかざすとARコンテンツ
が楽しめます。

ARコンテンツを見る
STEP3

このマークが付いている写真に
かざすだけで動画がご覧になれます！！ ☞詳しくは裏表紙をご覧下さい。

動画
配信中

ソーラーカーレース鈴鹿2018

ソーラーカー
プロジェクト

FIA Electric & New Energy Championship

2018 Ene-1GP SUZUKA

新エネルギー
ビークルプロ

ジェクト

総合

2位！

クラス

優勝！

報告！
！

動画
配信中
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８
月
４
日（
土
）の
決
勝
レ
ー
ス
は
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
連
続
走
行
時
間
を
２
時
間
ま
で
と

い
っ
た
公
式
通
知
が
出
る
ほ
ど
、
厳
し
い
暑
さ

の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
ド
ラ
イ
バ
ー
は
本
学
O
G
の
三
浦
愛
さ

ん
（
機
械
工
学
科
２
０
１
２
年
卒
、
現(

株)

エ

ク
セ
デ
ィ
、
Ｆ
３
ド
ラ
イ
バ
ー
）、
第
２
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
兄
の
三
浦
純
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

本
学
チ
ー
ム
は
ノ
ー
ト
ラ
ブ
ル
で
走
行
を
続
け
、

５
時
間
耐
久
レ
ー
ス
に
お
い
て
、
総
合
２
位
で

チ
ェ
ッ
カ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
チ
ー
ム
代
表
を
務
め
た
村
上
雅
享
さ

ん（
入
試
課 

兼 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
育
支
援
担
当
）

は
、「
今
年
も
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
量
の
影
響
で
、

厳
し
い
レ
ー
ス
展
開
が
続
き
ま
し
た
が
、
O
B
・

O
G
・
協
力
企
業
・
学
生
メ
ン
バ
ー
が
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
、
総
合
２
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
で
す
！
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

E
n
e
ー

１
G
P
は
充
電
式
乾
電
池「eneloop

」

40
本
で
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
３
回

走
行
。
合
計
タ
イ
ム
で
順
位
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

K
V-

２
ク
ラ
ス
に
参
加
し
た
車
両
は
途
中
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
も
の
の
、
学
生
の
頑
張
り
で
見

事
に
克
服
し
、
大
学
・
高
専
・
専
門
学
校
部
門
で

７
回
目
と
な
る
ク
ラ
ス
優
勝
！
K
V-

１
ク
ラ
ス

で
も
ク
ラ
ス
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
！

　

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
で
ピ
ッ
ト
責
任
者
、

E
n
e
ー

１
G
P
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
務
め
た
交
通

機
械
工
学
科 

４
回
生
の
上
松
優
輝
さ
ん
は
、「
今

年
も
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
努
力
が
実
り
、
良
い
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
！ 

E
n
e
ー

１
G
P
で
は
、
昨
年
・
一
昨
年
と

結
果
が
振
る
わ
ず
、
マ
シ
ン
の
改
良
を
続
け
て
、

よ
う
や
く
ク
ラ
ス
優
勝
が
で
き
た
の
で
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
！
春
に
は
大
学
院
に
進
学
し
ま
す

が
、
今
後
も
表
彰
台
に
立
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
E
n
e
ー

１
G
P
で
チ
ー
ム
代
表
を
務

め
た
須
藤
隆
さ
ん（
全
学
教
育
機
構
）も
、「
今
回

の
成
果
は
、
全
て
学
生
の
頑
張
り
に
よ
る
も
の
で

す
！
彼
ら
を
本
当
に
褒
め
て
や
り
た
い
で
す
！
ま

た
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
応
援
し
て
く

だ
さ
い
！
」
と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

プロジェクト共育で活動を続けるソーラーカープロジェクトは、
鈴鹿サーキットで開催された

「FIA Electric & New Energy Championship ソーラーカーレース鈴鹿2018（国際格式）」
に出場し、総合2位でゴールしました！

8月5日（日）に開催された「2018 Ene-1GP SUZUKA」には、
新エネルギービークルプロジェクトより3台の車が出場。
KV-2クラス 優勝！　KV-1クラス 3位！
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大阪産業大学では、2007年より「ＯＳＵプロジェクト共育」

を全学的に導入しています。プロジェクト共育は、学生主体で取

り組む様々なテーマに、自ら積極的に参加することで、「前に踏

み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」といった、社会人

基礎力を実際の経験を通して養える優れた教育プログラムです。

全19テーマのプロジェクトが皆さんの参加を待っています。

1.ソーラーカー　プロジェクト
太陽エネルギーを動力源とするソーラーカーの設計と
開発を行い、自分たちで製作した車両の性能評価と環
境啓発活動のため、国内外で開催されるレースやイベ
ントに参加します。これらの活動を通じて学生自身のス
キルアップとモチベーションを高め、社会的評価を得る
ことを目指します。

2.旧車のレストアとイベント参加　プロジェクト
大学所有の1960年前後のクラウン、ダットサン、パブリカ等の
旧車達を甦らして、一般道路を走らせようとするプロジェクトで
す。現在、1962年式のジャガーEタイプ・ロードスターと1961
年式のダットサン311の修復作業を行っています。また、ナンバー
取得したダットサンで各種イベントに参加してパレードランや展
示車両の紹介をしながら、人間力のレベルアップも目指します。

3.学生フォーミュラ　プロジェクト
学生主体で、レーシングカーの設計・製作を行い「全日本学
生フォーミュラ大会」（参加約80校）に参戦し、マシンの速
さに加え、デザイン、安全性、チーム力を競います。このプ
ロジェクトでは、レーシングカーを一から作ることで工学的
基礎知識や創造に満ちた設計技術を学べます。この活動を通
して、ものつくりの難しさ、面白さ、喜びを実感できます。

4.鳥人間　プロジェクト
琵琶湖の空を飛びたいとの学生の篤い想いから、学生主体で読売
テレビ主催の「鳥人間コンテスト大会」への出場を目的に活動して
います。人力飛行機の設計・製作活動を通して、授業では学べな
い航空機に関する専門知識や滑空機製作のための加工技術を身に
つけ“自己学習力向上”を図っています。その成果として、鳥人間
コンテスト大会の『プラットホームへ立つ』ことを目指しています。

5.ロボット　プロジェクト
本プロジェクトには3つの部門があります。飛行ロボッ
トはラジコン飛行機の設計製作を行い、学生飛行ロボッ
トコンテストへ参加します。歩行ロボットは二足歩行ロ
ボットの設計から製作までを行い、ロボット格闘技大会
へ参加します。レスキューロボットは災害時の人命救助
や災害調査の支援ロボットを開発します。

6.３D CADで「ものつくり」　プロジェクト
産業界で広く使われている３次元CADソフト「CATIA
（キャティア）」の操作技術を習得し自由な発想で「もの
づくり」をしませんか！
実社会で生きる技能・技術を後輩へ効果的に伝承する
ことも目指します。

7.森・川・田んぼ　プロジェクト
地域生態系を考え、行動したい学生集まれ！　自然環境
の調査と活動を通して、人と自然のつながりを考え、環
境保全に向けて活動中。地域の方と交流しながら、明
日香や龍間で米・果樹・野菜作りを楽しみ、生駒山系の
森林や河川調査を通して地域の自然を探求しています。
自然の恵みを味わう楽しさも共有しましょう。

8.世界的に著名なものづくりの人たちと
　勉強しよう　プロジェクト
海外のトップクラスのものづくりの専門家を特別招聘教授とし
て呼び、レクチャーやワークショップ、シンポジウムなどを開
きます。また、意欲のある選抜された学生がコロンビア大学な
どの名門大学の教授陣と講評会などを通して、意見交換するこ
とでものづくりのデザインを勉強するプロジェクトです。
9.エコ推進　プロジェクト
緑あふれる美しいキャンパスづくりにあなたも挑戦しま
せんか？緑化や清掃・美化活動を通じて、うるおいと活
力あふれるキャンパスライフを実現しましょう！学外の
フィールドでも他大学や行政・企業との交流の輪が広が
ります。地域の子ども達への環境教育など、大学生だか
らこそできる社会貢献にも取り組んでいきましょう！

10.新エネルギービークル　プロジェクト
脱化石燃料・地球温暖化防止・新エネルギー利用など
21世紀のモータリゼーション（車社会）の在り方を，
社会に向けて発信します。乾電池で走行可能な省エネ
ルギービークルなどを研究・開発して，環境問題に関す
る普及啓発活動を加速させましょう。

11.ドラゴンボート　プロジェクト
ドラゴンボートは，漕ぎ手20名，舵取手1名，太鼓手1名，
計22名がチームとなって，きめられた距離を早く漕ぎ
抜き，そのタイムを競うスポーツです。7月に行われる
日本国際ドラゴンボート選手権で優勝し，海外大会に日
本代表としての出場を目指しています。誰でも手軽に楽
しめます。一緒に世界を目指しましょう！！

12.「歩く人。」 on Campus プロジェクト
学生と地域の人が一緒になって、まちやキャンパスに「歩
く人。」を増やします。具体的には次の通りです。①心
疾患患者のスポーツコミュニティ「いきいきハートクラ
ブ」運営、②「歩く人。」in the Park開催、③ストリー
トラグビー普及、④被災地復興まちづくり支援。

13.地元のＥ(イイ)もん・Ａ(エエ )とこづくり　プロジェクト
「自分の身近な環境＝「地元」で活躍できる人材を育成する」
ことを大目標として、デザインのチカラで社会的問題を創
造的に解決し、魅力的にしていくプロジェクトです。今年は、
毎年継続してきた深北緑地の野外映画祭や竹炭と納豆菌に
よる水質浄化社会実験に加え、新規プロジェクトを通して
地域の人々と協働し、企画力と実行力に磨きをかけます！

14.OSUエルダー　プロジェクト
大学では様々な場面で、学生が力を発揮できるシーン
がたくさんあります。自らが一歩を踏み出し、仲間との
活動を通じて自身の可能性を高めていく。学生が学生
を育てる活動。その中心となるのが「エルダー」です。
自分達で企画するイベント開催や新入生サポートなど
の活動を通して、自分達の大阪産業大学を創ろう。

15.音楽プロデュース　プロジェクト
音楽は好きですか？音楽活動に必要な技術を学ぶことができま
す。大産大生の音楽活動の活性化と支援を目的に経済学部マル
チメディアスタジオを利用し、学生自らが、レコーディングから
盤面・ジャケット制作を行います。その他、音楽イベントを企
画したり、プロモーション活動を行ったりすることで、音楽ビジ
ネスに必要な知識とスキルを実践しながら学ぶことができます。

16.市民・地域共同発電所　プロジェクト
脱炭素革命が世界潮流となり、グリーンテクノロジーが世界で生き
残るため必須の状況の中、大学初の市民・地域共同発電所を学生中
心となって、市民の方たちと協力して作ろうというプロジェクトをス
タートしています。様々な気象・線量・地震計等のセンサーを生駒
フィールドワークセンター含め多地点に設置し、得られたデータを地
域防災拠点として発信し、減災の様々な取組を行うことも目標です。
17.図書館クラブ プロジェクト
図書館業務に学生の視点から単発的に（現状では6月
実施の「学生選書モニター」のみ）参加・協力するの
ではなく、継続的・日常的かつ学生主体で図書館設備
を利用し、参加者の“知の活性化”を図るものです。ま
ずは「ビブリオ・バトル開催」、「フリー・ペーパー作成」
などの活動を企画しています。

19. OSU舞龍団　プロジェクト
中華街ではおなじみの「舞龍」――テレビなどで一度は見たこ
とがあるでしょう。しかし、毎年世界大会も開催されていること
はご存知だったでしょうか。私たち舞龍団の目標は世界大会に
出場すること。そのメンバーには中国人留学生に限らず、様々
な国の留学生、そして日本人学生も含まれます。舞龍という一
つの文化をグローバルなメンバーとともに体験してみませんか。

18.oasis＠OSU プロジェクト
oasis＠OSUは、大阪産業大学の国際交流グループです。
「日本人と交流がしたい留学生」と、「外国人と交流がし
たい日本人学生」がつながることのできる機会を提供す
ることを目的としています。この国際交流グループを大
阪産業大学のプロジェクト共育の一つとし、大阪産業大
学での国際交流の場とします。皆さん、ご参加ください。

OSUプロジェクト共育2018
学生力募集中！！ 動画

配信中
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１
〉
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助

（
１
）
学
生
主
催
行
事

・
行
事
名
：
新
入
生
交
流
合
宿

・
開
催
日
時
：
平
成
30
年
４
月
７
日
〜
４
月
８
日

・
実
施
場
所
：
白
浜
荘
（
滋
賀
県
高
浜
市
）

右
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
援
助
し
ま
し
た
。

大
学
祭
に
対
し
て
費
用
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
）
課
外
活
動

・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
課
外
活
動
に
対
し
て
及
び

団
体
登
録
料

右
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
45
団
体
に
援
助
し
ま
し
た
。

（
３
）
奨
学
金

・
本
年
度
は
11
名
に
奨
学
金
の
貸
与
を
し
ま
し
た
。

（
４
）
寄
贈
・
贈
呈

・
新
入
学
生
に
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

・
卒
業
生
に
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
と
し
て

贈
呈
し
ま
し
た
。

２
〉
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

・
就
職
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

３
〉
支
部
活
動
の
助
成

・
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
、
奈
良
、
岡
山
、

西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、

地
域
で
活
動
の
た
め
に
助
成
し
ま
し
た
。

４
〉
海
外
留
学
・
語
学
研
修
の
援
助

・
４
ヶ
国
、
計
50
名
に
対
し
て
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

５
〉
１
０
０
円
朝
食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
前
期
は
５
月
７
日
〜
５
月
18
日
、
後
期
は
９
月
25
日
〜

10
月
５
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

前
期
は
８
９
２
名
、
後
期
は
７
６
８
名
の
学
生
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
〉
学
園
創
立
９
０
周
年
記
念
募
金

・
学
生
施
設
充
実
・
教
育
設
備
充
実
の
実
現
の
た
め
後
援

会
よ
り
５
千
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

後
援
会
よ
り

ご
報
告

平成 30 年度後援会活動報告（上期）

＊ 

平
成
30
年
度

　
常
任
委
員
・
幹
事
選
出 

＊

〔
後
援
会
常
任
委
員
・
幹
事
〕

会
長

　

川
合 

正
哉
（
交
通
機
械
工
学
科
）

副
会
長

　

永
田 

隆
一
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

宮
脇 

三
徳
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

河
村 

照
美
（
国
際
経
済
学
科
）

会
計
委
員

　

田
首 

麻
美
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

湊 

利
恵
（
経
営
学
科
）

会
計
監
査

　

松
田 

浩
子
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

服
部 

香
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

常
任
委
員

　

曾
我 

忍
（
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
）

　

森
田 

孝
司
（
経
営
学
科
）

　

大
坪 

み
ゆ
き
（
国
際
経
済
学
科
）

　

藤
田 
仁
美
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

塚
田 
賀
代
（
国
際
学
科
）

　

有
元 

美
彩
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

明
田 

哲
治
（
経
営
学
科
）

　

中
原 

拓
也
（
経
済
学
部
）

　

中
村 

浩
江
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

井
上 

由
佳
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

小
林 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

小
笠
原 

通
晴
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

西
村 

人
美
（
商
学
科
）

　

東 

博
美
（
経
済
学
部
）

　

笹
山 

茂
（
経
済
学
部
）

　

笹
川 

正
明
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

川
村 

美
保
（
交
通
機
械
工
学
科
）

北
陸
地
区
支
部
長

　

西
田 

法
子
（
経
営
学
科
）

東
海
地
区
支
部
長

　

宇
都 

久
幸
（
機
械
工
学
科
）

滋
賀
地
区
支
部
長

　

今
堀 

直
子
（
経
営
学
科
）

京
都
地
区
支
部
長

　

前
野 

智
美
（
経
済
学
科
）

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長

　

中
野 

訓
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

岡
山
地
区
支
部
長

　

森 

美
枝
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

西
中
国
地
区
支
部
長

　

田
中 

修
司
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

四
国
地
区
支
部
長

　

泉 

和
成
（
国
際
経
済
学
科
）

幹
事
長

　

藤
岡 

克
則

　
　

学
生
部
長
／
国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

幹
事

　

齋
藤 

雅
子

　
　

教
務
部
長
／
経
営
学
部
教
授
（
経
営
学
科
）

　

リ
ン
グ
ホ
ー
フ
ァ
・
Ｍ

　
　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

　

三
村 

達
也

　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
准
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

酒
井 

博
章

　
　

経
営
学
部
准
教
授(

経
営
学
科)

　

福
森 

徹

　
　

経
営
学
部
准
教
授
（
商
学
科
）

　

齋
藤 
立
滋

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
経
済
学
科
）

　

服
部 

純
典

　
　

経
済
学
部
准
教
授
（
国
際
経
済
学
科
）

　

平
松 

綾
子

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

　

並
川 

誠

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授

　
　
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

前
迫 

ゆ
り

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
環
境
理
工
学
科
）

　

杉
山 

幸
三

　
　

工
学
部
講
師
（
機
械
工
学
科
）

　

大
仲 

英
文

　
　

工
学
部
講
師
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

佐
野 

郁
雄

　
　

工
学
部
准
教
授
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

青
木 

孝
憲

　
　

工
学
部
講
師
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

宮
嵜 

和
美

　
　

全
学
教
育
機
構
准
教
授

　

小
東 

要
一

　
　

事
務
部
長

　

加
門 

和
彦

　
　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
次
長

　

吉
井 

義
郎

　
　

学
生
部
次
長

　

小
西 

正
彦

　
　

教
務
部
次
長

　

北
村 

友

　
　

事
務
部
庶
務
課
長

　

店
家 

潤
治

　
　

事
務
部
庶
務
課
／
後
援
会
担
当



合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
支
部
長
が
出
席
し
た
本

部
常
任
委
員
会
の
報
告
や
議
案
事
項
の
検
討
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
に
も
な
る
と
、
親
が
学
校
に
行
く
機

会
は
ほ
ぼ
な
く
、
子
供
達
と
の
会
話
も
減
る
一

方
で
す
。
そ
こ
へ
い
く
と
京
都
支
部
の
役
員
会

は
１
回
生
か
ら
４
回
生
、
各
学
年
が
揃
っ
て
い

る
の
で
、
子
供
達
の
学
習
面
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
就
職
活
動
な
ど
の
情
報
交
換
も
活
発
で
、

自
分
が
未
知
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
も
先

輩
方
か
ら
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
子
供
と
の
会
話

の
き
っ
か
け
と
な
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
や
す
く
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

和
気
藹
々
な
京
都
支
部
で
す
が
、
京
都
府
の

南
北
に
長
い
土
地
柄
、
新
規
の
支
部
役
員
さ
ん

を
お
願
い
す
る
の
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
会

員
数
は
３
番
目
に
多
い
の
で
す
が
、
交
通
の
便

の
加
減
で
ど
う
し
て
も
京
都
市
近
辺
の
方
に
お

願
い
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
し
、
地

区
懇
談
会
で
は
ち
ょ
っ
と
必
死
な(

笑)

感
じ
で

新
規
役
員
さ
ん
を
探
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
私

達
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
声
か
け
下
さ

い
ね
！

西
中
国
地
区

支
部
長
の
田
中
修
司
で
す
。

　

本
年
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
お
い
て

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
方
面
よ
り
ご
支
援

や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き
大
変
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

地
区
総
会
・
教
育
懇
談
会
の
日
程
が
変
更
に

な
り
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
も
並
々
な
ら
ぬ

御
尽
力
を
い
た
だ
き
10
月
７
日
に
無
事
開
催
出

来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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支部だより

　

当
支
部
で
は
、
役
員
を
中
心
に
ご
子
息
の
学

生
生
活
で
ど
ん
な
こ
と
が
問
題
な
の
か
、
ど
の

よ
う
に
解
決
し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
総
会
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
ご
父
母
の
方
々
と
接
直
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

遠
方
で
一
人
暮
ら
し
を
す
る
ご
子
息
が
、
病

気
・
ケ
ガ
を
し
た
ら
…
医
療
費
の
補
助
は
…
？

な
ど
の
不
安
や
疑
問
に
つ
い
て
も
各
学
年
の
役

員
が
知
り
得
て
い
る
情
報
を
元
に
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

３
年
生
か
ら
は
就
職
活
動
の
本
番
を
迎
え
る

事
も
あ
り
、
個
別
懇
談
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

の
就
職
状
況
や
求
人
情
報
に
つ
い
て
詳
し
く
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
父
母

相
互
に
情
報
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
お
り
大

変
和
や
か
で
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

支
部
エ
リ
ア
（
広
島
・
山
口
）
か
ら
通
う
学

生
は
、
１
０
０
名
程
度
在
学
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
の
総
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
意
外
と

ご
近
所
に
後
援
会
仲
間
が
い
る
こ
と
に
気
が
付

い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
参
加
率
の
増

加
は
何
よ
り
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

学
生
生
活
の
過
ご
し
方
か
ら
、
就
職
活
動
の

取
り
組
み
、
卒
業
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
支
部

後
援
会
会
員
同
士
が
和
気
あ
い
あ
い
と
話
が
出

来
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

後
援
会
在
籍
が
４
年
間
と
言
う
短
い
期
間
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
あ
と
残
す
と
こ
ろ
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
残
り
の
期
間
後
援
会
活
動
の
お
手

伝
い
が
思
い
残
す
こ
と
な
く
達
成
で
き
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
。

北
陸
地
区

支
部
長
の
西
田
法
子
で
す
。

　

北
陸
支
部
は
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県

の
３
県
で
な
り
、
常
任
委
員
会
を
行
な
う
時
は
、

中
間
の
石
川
県
で
集
ま
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

支
部
長
の
選
出
も
３
県
を
順
番
に
し
て
お
り

ま
す
。

　

支
部
活
動
も
メ
イ
ン
は
、
年
に
一
度
の
地
区

教
育
懇
談
会
で
の
、
お
手
伝
い
と
な
り
ま
す
。

来
年
の
７
月
に
向
け
て
、
先
生
方
や
、
本
部
役

員
の
方
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

前
役
員
の
ご
指
導
と
、
前
活
動
を
も
と
に
、

１
年
間
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
海
地
区

支
部
長
の
宇
都
久
幸
で
す
。

　

平
成
30
年
７
月
14
日
（
土
）、
名
古
屋
市
の
名

鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
第
32
回
東
海

地
区
支
部
定
期
総
会
、
就
職
・
教
育
懇
談
会
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
保
護
者
と
教
職
員
の
方
々
と
の
昼
食
交

流
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
大
学
の
先
生
と
接
す
る

機
会
が
少
な
く
緊
張
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
役
員
の
皆
様
の
上
手
な
雰

囲
気
づ
く
り
と
先
生
方
の
気
さ
く
な
ご
対
応
も

あ
っ
て
大
変
盛
り
上
が
り
、
満
足
し
て
頂
け
た

と
思
い
ま
す
。
先
生
の
ご
専
門
に
つ
い
て
の
話

を
伺
う
機
会
な
ど
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

私
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後
は
支
部
総
会
。
会
務
・
会
計
報
告

や
役
員
選
出
と
い
っ
た
や
や
硬
い
内
容
で
し
た

が
、
皆
様
の
ご
承
認
を
頂
か
な
け
れ
ば
会
が
成

立
い
た
し
ま
せ
ん
。
不
慣
れ
で
あ
ま
り
上
手
な

報
告
が
で
き
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
無
事

承
認
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
、
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
就
職
体
験

談
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
が
学
生
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
い
っ
た
形
式
で

体
験
談
を
披
露
。
巧
み
な
話
術
、
絶
妙
な
間
合

い
で
笑
っ
た
り
、
へ
え
〜
と
感
心
し
た
り
し
な

が
ら
聴
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
も
そ

う
で
し
た
が
、
体
験
談
を
語
っ
て
く
れ
た
学
生

さ
ん
は
と
て
も
聡
明
か
つ
堂
々
と
し
て
い
て
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
。
自
分
の
子
供
だ
け
で
な
く

自
分
自
身
も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
先
生
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
方
と

の
個
人
面
談
で
す
。
東
海
支
部
は
参
加
者
が
少

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
お
話
を
伺
う
時
間
が
充
分

に
あ
り
、
様
々
な
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

支
部
役
員
の
立
場
で
の
会
の
進
行
に
加
え
て

保
護
者
の
立
場
で
の
懇
談
等
へ
の
参
加
は
大
変

忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
皆
様
の
多
大
な
協
力

の
お
か
げ
で
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
地
区

支
部
長
の
前
野
智
美
で
す
。

　

今
年
度
の
京
都
地
区
懇
談
会
は
７
月
の
集
中

豪
雨
の
影
響
で
急
遽
中
止
と
な
り
、
連
絡
が
行

き
届
か
ず
当
日
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
に
は

御
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
事
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
大
学
側
の
御
尽
力
で
10
月
に
開

催
が
で
き
、
延
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
保

護
者
の
方
の
御
参
加
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

後
援
会
京
都
支
部
は
年
間
約
６
回
の
常
任
委

員
会
を
行
い
、
主
に
夏
の
地
区
懇
談
会
と
支
部

総
会
が
円
滑
に
開
催
出
来
る
よ
う
意
見
を
出
し



　

後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
最
大

の
催
し
で
あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
毎
回
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
全
国

14
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
西
日
本
豪
雨
や

大
型
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
７
月
に
予
定
し
て
い

た
５
会
場
（
京
都
、
奈
良
、
岡
山
、
福
岡
、
広
島
）
で

の
開
催
を
や
む
な
く
延
期
し
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
内
容
も
一
部
縮
小
し
た
か
た
ち
で
開
催
。
岡
山
地

区
に
お
い
て
は
、
個
別
懇
談
の
実
施
を
見
送
り
、
支
部

総
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
予
定
の
変
更
が
相

次
い
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
で
計
６
０
８
名
の
保

護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
科
の
先
生
と
の

個
別
懇
談
で
は
、
多
く
の
親
御
さ
ん
が
ご
子
女
の
学
生

生
活
や
成
績
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

荒天で延期が相次ぐも
各地の会場で盛況に

平成30年度地区教育懇談会

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

当日配布された懇談会資料。

参加者に
聞きました
〈大阪地区〉

懇
談
会
終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
に
は
毎
年
参
加
し
学
生
さ
ん
の
就
活
体
験
談
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
息
子
が
ス
ピ
ー
チ

す
る
と
聞
き
ビ
ッ
ク
リ
。
心
配
で
し
た
が
、
大
勢
の

前
で
話
す
姿
を
見
て
成
長
し
た
な
ぁ
と
感
慨
深
く
思

い
ま
し
た
。本
人
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

経
営
学
部　

経
営
学
科

加
藤
修
さ
ん
・
理
英
さ
ん　
潤
也
さ
ん

　

成
績
表
を
見
て
も
、
い
い
の
か
悪
い
の
か
わ
か
ら

ず
に
い
ま
し
た
が
、
個
別
懇
談
で
履
修
票
の
見
方
を

教
わ
り
、
息
子
の
現
状
、
得
意
な
点
、
弱
い
と
こ
ろ

を
把
握
で
き
ま
し
た
。
今
後
ど
こ
に
力
を
入
れ
れ
ば

い
い
か
も
具
体
的
に
ご
相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

工
学
部　

交
通
機
械
工
学
科

津
田
恭
さ
ん
・
恵
理
さ
ん

こ
の
個
別
懇
談
会
は
子
ど
も
を
日
頃
か
ら
指
導
し
て

下
さ
っ
て
い
る
先
生
と
直
接
お
話
が
で
き
る
機
会
な

の
で
、
毎
回
で
き
る
限
り
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
は
進
学
希
望
で
す
が
、
親
と
し
て
は
院
卒
後
の
将

来
も
気
に
な
り
相
談
。
現
状
を
理
解
で
き
ま
し
た
。

工
学
部　

都
市
創
造
工
学
科

山
口
浩
司
さ
ん
・
理
恵
子
さ
ん

本
人
か
ら
は
あ
ま
り
話
が
聞
け
な
い
の
で
、
子
ど
も

の
現
在
値
を
き
ち
ん
と
知
り
、
最
新
の
就
職
状
況
を

確
認
し
て
お
く
た
め
に
も
、
こ
う
い
う
機
会
は
あ
り

が
た
い
で
す
。
配
付
の
冊
子
に
も
知
り
た
か
っ
た
情

報
が
満
載
。
帰
っ
て
じ
っ
く
り
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科

河
野
剛
士
さ
ん
・
美
貴
さ
ん

「
先
生
と
直
接
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」

京都地区はじめ8会場では、
地区教育懇談会に先立ち支部
総会が同時に開催され、平成
30年度の新役員の承認・紹
介なども行われました

動画
配信中
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大
阪
地
区
教
育
懇
談
会
に
は
、
約
２
２
５
名

の
保
護
者
が
来
場
さ
れ
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ

テ
ル
大
阪
の
大
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
と
な
る
大

盛
況
に
。
川
合
後
援
会
長
、
中
村
学
長
の
挨

拶
に
つ
づ
き
、
中
山
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
最
新
の
就
職
状
況
の
説
明
が
あ
り
「
昨

今
の
就
活
は
、
学
生
・
大
学
・
保
護
者
が
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
戦
う
傾
向
に
。
親
は
過
度
に
介

入
せ
ず
見
守
る
姿
勢
で
」
と
中
山
氏
。
大
手

企
業
に
内
定
し
た
学
生
２
名
に
よ
る
就
活
体

験
談
も
聞
き
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

京
都
会
場
で
も
懇
談
会
終
了
後
、

保
護
者
の
方
々
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
子
ど
も
の
現
状
が
わ
か
り
安
心
し
ま
し
た
」

　

成
績
表
を
前
に
担
当
の
先
生
と
お
話
で
き
、
得
意

な
と
こ
ろ
、
い
い
と
こ
ろ
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
わ
か

り
ま
し
た
。
親
と
し
て
の
心
配
か
ら
、
日
頃
は
つ
い

ダ
メ
な
点
ば
か
り
指
摘
し
て
い
た
な
と
反
省
。
い
い

と
こ
ろ
を
褒
め
る
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
学
部　

経
営
学
科

草
場
正
美
さ
ん
・
京
子
さ
ん

　

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
息
子
が
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て

い
る
か
心
配
で
し
た
が
、
先
生
か
ら
出
席
も
成
績
も

良
好
と
伺
い
安
心
し
ま
し
た
。
親
元
に
い
る
頃
は
頼

り
な
か
っ
た
息
子
の
成
長
を
感
じ
、
嬉
し
い
気
持
ち

に
。
今
日
は
遠
く
か
ら
来
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

工
学
部　

電
子
情
報
通
信
工
学
科

冨
田
千
佐
代
さ
ん

　

成
績
に
つ
い
て
本
人
に
聞
く
と
「
た
ぶ
ん
大
丈
夫
」

と
心
許
な
い
返
事
。
今
日
は
先
生
と
お
話
し
、「
こ
の

ま
ま
い
け
ば
卒
業
は
問
題
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
来
年
は
３
年
生
。
就
職
の
こ
と

も
考
え
る
よ
う
そ
れ
と
な
く
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科

植
田
有
紀
子
さ
ん

　

仕
事
が
忙
し
く
、
こ
れ
ま
で
後
援
会
の
催
し
に
参

加
で
き
ず
に
い
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
３
年
生
に

な
り
今
回
初
め
て
参
加
。
気
に
な
っ
て
い
た
就
職
に

つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
お
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

先
生
方
の
丁
寧
な
対
応
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部　

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

坂
元
富
美
子
さ
ん

就職体験スピーチ。「就活を通して他大学や企業に知人ができ
て楽しかった」と住宅メーカーに内定した男子学生 (右 )。「親
は子どもが何を目指しているかを知り、背中を押し続けてあげ
て」と自動車メーカーに技術者として内定した女子学生 (左 )。

参加者に
聞きました
〈京都地区〉

7月22日

大阪地区

大
学
の
地
元
・
大
阪
会
場
に
は
多
く
の
保
護
者
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
に
よ
る
就
職
活
動
体
験
ス
ピ
ー
チ
も
好
評
で
し
た
。

荒
天
の
た
め
に
延
期
と
な
っ
て
い
た
「
京
都
地

区
教
育
懇
談
会
」
は
、
２
カ
月
あ
ま
り
遅
れ

て
10
月
14
日(

日)

に
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
で
開

催
さ
れ
、
会
場
に
は
47
名
の
保
護
者
の
方
々

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
総
会
に
つ
づ
い
て

本
会
に
移
り
、
川
合
後
援
会
長
、
中
村
学
長

の
挨
拶
の
あ
と
個
別
懇
談
会
に
。
学
部
学
科

ご
と
の
相
談
ブ
ー
ス
と
は
別
に
設
け
ら
れ
て

い
た
「
就
職
活
動
」
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
立

ち
寄
ら
れ
る
親
御
さ
ん
も
多
く
み
ら
れ
、
就

職
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

学科の担当の先生と保護者がマンツーマンで話せる個別懇談
会。履修票や出席簿などと照らし合わせながら最長20分、じっ
くりと子どもの学生生活について聞くことができます。皆さん
真剣な面持ちで相談されていました。

10月14日

京都地区

台
風
の
影
響
で
２
カ
月
遅
れ
の
開
催
と
な
っ
た
京
都
地
区
。

就
職
コ
ー
ナ
ー
に
も
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

動画
配信中
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第
53
回
阪
駒
祭

〈
テ
ー
マ
〉

笑
音
to
愛 

〜 〝
わ
を
ん
〞 

で
終
わ
り 

〝
あ
い
〞 

か
ら
始
ま
る
〜

OSAKA SANGYO

今
年
は
11
／
３（
土
）〜
４（
日
）に

阪
駒
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

第
53
回
阪
駒
祭
で
は
音
楽
ラ
イ
ブ
と
お
笑
い
ラ
イ
ブ

に
力
を
入
れ
、
学
生
た
ち
が
一
生
懸
命
行
う
模
擬
店
や

展
示
で
、
学
生
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
々
や
子
供
た
ち

な
ど
多
く
の
来
場
者
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

　

今
回
の
テ
ー
マ
〝
笑
音
to
愛
〞と
は
、
ひ
ら
が
な
で

は
「
わ
を
ん
」
は
最
後
で
す
が
、「
あ
い
」
は
最
初
の
文

字
と
い
う
こ
と
で
、
今
ま
で
と
は
違
い
、
新
し
く
進
化

し
た
学
祭
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　

10
時
の
開
会
式
前
か
ら
大
勢
の
来
場
者
が
あ
り
、
大

学
内
は
す
で
に
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
本
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
見
放
題
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
点
灯
式
や
大
学
創
立
90
周
年
を
記
念
し
て
有
料

ラ
イ
ブ
を
行
い
、
阪
駒
祭
は
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

大
阪
桐
蔭
中
高
の
学
園
祭
と
も
重
な
っ
て
、
掛
け
持
ち

で
見
学
さ
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

学
生
や
卒
業
生
・
保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
近

所
の
方
や
ち
び
っ
子
も
模
擬
店
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
今
年
も
配
布
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
無
く
な

る
ほ
ど
、
多
く
の
人
に
ご
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
と
い

う
事
で
し
た
。
Ａ
Ｒ
動
画
で
、
ぜ
ひ
盛
り
上
が
り
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

動画
配信中

阪駒祭パンフレット
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＊大学祭実行委員会＊

大阪産業大学大学祭実行委員会　

第53代　委員長

吉留 章平さん
工学部機械工学科３年生

　今年度の第53回阪駒祭を開催できましたこと、我々
一同心より御礼申し上げます。本年度も大成功で終わ
り、本当に安心しております。来年度の第54回阪駒
祭もよろしくお願い申し上げます。

副委員長

笠松 裕斗さん
経営学部商学科３年生

　今年度も阪駒祭を開催できたことは、皆様のご支援
があったからと思います。ありがとうございました。
去年度に比べ、来場者数も増え成功で終われました。
第54回阪駒祭もご支援・ご協力のほど、よろしくお
願いします。

会計

平塚 大輝さん
経営学部経営学科３年生

　第53回阪駒祭が開催できましたのは、皆様方のご
協力・ご支援があったからこそだと思います。誠にあ
りがとうございました。次の、第54回阪駒祭もご協
力の方よろしくお願いします。

幹事長

安福 潤さん
経済学部国際経済学科３年生

　今年度も阪駒祭を開催することができ、たくさんの
達成感や成し得なかった事への後悔の気持ちでいっぱ
いです。第53代の阪駒祭は終わってしまいましたが、
その後の第54代や、その先の代まで、さらにより良
い阪駒祭を作ってほしいと思っています。
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高等教育センター「資格講座」のご案内
資格を持っていることは、これからの人生で力強いアピールポイントになります。大学生のとっ

ては就職活動においても有利になります。高等教育センターでは、在学生対象はもちろん、一般

の方も受講ができる様々な講座を用意しています。

　こんな大産大！！

一般の方への紹介は、主に大東市報と一緒に配布される大東市立生涯学習

センターアクロス発行【あそび探検まなび体験】という冊子（年2回発行）

に一般の方でも受講できる講座内容を記載させていただいています。

今年度の宅建講座では、80歳の女性の方の申込があり授業もほぼ休まず孫

より若い世代の学生と仲良く受講されていました。簿記と宅建は一般・学

生ともに人気講座です。

ご興味のある方は、高等教育センターまでお問い合わせください。ご子女

と一緒に受講もいかがですか。

大阪産業大学 高等教育センター
ホームページ：http://www.osaka-sandai.ac.jp/sis/esc/index.html

〒５７４－８５３０　大東市中垣内３－１－１　
ＴＥＬ：０７２－８７５－３００１（代表）　　
ＦＡＸ：０７２－８７１－１２１４

「資格講座」お問い合わせ先

公務員試験基礎対策講座

公務員試験対策講座

公務員試験対策速習講座

教員採用試験対策講座

宅地建物取引士資格取得講座（国家資格）

ＦＰ技能士２級対策講座（国家資格）

ＦＰ技能士３級対策講座（国家資格）

日本商工会議所簿記検定試験対策講座２級

日本商工会議所簿記検定試験対策講座３級

ビジネス実務法務検定３級対策講座  ※ 1

秘書技能検定 準１級  ※ 1

秘書技能検定 ２・３級

国内旅行業務取扱管理者資格（国家資格）

ＴＯＥＩＣ対策講座

ＴＯＥＩＣ・ＩＰ（試験）

環境管理士２級

公害防止管理者（水質関係第一種）（国家資格）

公
務
員
系

●赤文字は、一般受講可能
※ 1…2019 年度は開講の予定は御座いません。
※ 2…2019 年度からは「MOS 2016」に変更予定です。

実
務
系

語
学
系

環
境
系

技
術
系

I
T
系

2 級建築士受験対策講座（国家資格）

ガス溶接技能講習（国家資格）

中古自動車査定士技能検定試験対策講座

フォークリフト運転技能講習（国家資格）  ※ 1

小型車両系建設機械特別教育  ※ 1

低圧電気取扱特別教育  ※ 1

危険物取扱主任者乙種第 4 類（国家資格）

ＩＴパスポート（国家資格）

ＭOＳ 2010  (Word,)（国家資格）  ※ 2

Ｍ OＳ 2010  (Excel)（国家資格）  ※ 2

Ｍ OＳ 2010  (Power Point)（国家資格）  ※ 2

講 座 名

講 座 名



「保護者ポータルサイト」
へのアクセス
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大阪産業大学 保護者ポータルサイト

1.  お知らせ、個人伝言
大阪産業大学及び後援会から最新の話題や情報等を提供
する掲示板です。

2.  時間割
ご子女が履修している時間割を閲覧することができます。

3.  イベント一覧
後援会が実施する地区教育懇談会、定期総会などの参加
の申込みをすることができます。

4.  成績表ダウンロード
ご子女の成績表をダウンロードすることができます。

5.  メール通知設定
大阪産業大学及び後援会からのお知らせやイベントの
開催案内などをメールでも通知します。

〓主な機能〓

本学では電話交換手が電話を受けます。その後、担当部署へ電話をつ
なぎます。そのため、○○課へ、もしくは○○のことで質問があります等、
端的に伝えていただくとスムーズに担当部署へ電話を繋ぐことができま
す。お手数ですがご協力をお願いいたします。

【窓口時間】
月曜日～金曜日／9：00～17：00、土曜日／9：00～12：30

【部署と主な業務】
●教務課（大学院・大学）／履修指導、学籍・成績管理、証明書
交付など ●学生生活課／学生生活全般、各種奨学金、遺失物・
捨得物、課外活動など ●キャリアセンター／就職相談、就職
指導、推薦状発行、就職活動証明書発行など ●国際交流課／
海外研修・語学研修、海外留学など ●高等教育センター／各
種講座の企画運営、資格取得・プロジェクト共有のサポートな
ど ●各学部事務室／学部関連業務全般  ●教職教育センター
／教員免許など
●後援会事務室／後援会業務全般

ご質問・ご相談の
お問い合わせ先のご案内 ご協力をお願いします

大阪産業大学公式サイト
http:/www.osaka-sandai.ac.jp
電話でのお問い合わせ／ TEL.072-875-3001（代）

使っていますか？「保護者ポータルサイト」！
大阪産業大学では、保護者と学生（ご子女）と大学を繫ぐツールとして、「保護者ポータルサイト」を発信しています。インターネット

を通じ、「お知らせ」や「イベント案内」などの最新情報やご子女の時間割や成績表も確認できる独自のWebシステムです。ぜひ、

ご活用いただきますようご案内いたします。

ご存知ですか？！　

ＡＲ画面下の
[ 保護者ポータル
サイト ] からも
アクセスできます

「ご利用の保護者の
方々から、こんな
メッセージをいただ
きました」

「お知らせ」でインフルエンザ
予防接種の割引があると知っ
て、すぐに受けさせました。

奨学金申請の締切日が「お
知らせ」に載っていて助
かりました。

「イベント一覧」から地区教育
懇談会の参加申し込みが簡単
にできて便利でした。

「成績表ダウンロード」から子供の成績チェッ
クができるので、いろいろ話ができました。

「時間割」をチェック
して今、授業中かが
分かるので連絡しや
すくなりました。

「時間割」で、今日何
時頃に帰ってくるのか
分かるようになった。

「時間割」チェックで注
意したら、サボることが
無くなったかな（笑）。



在
学
生
達
か
ら
後
援
会
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
！

　体育会日本拳法部は現在、選手6名・マネージャー2名の

計8名で活動しています。西日本2部リーグに所属し、1部昇

格を目指して日々の練習に取り組んでいます。昨年より、指

導者と学生で対話する時間を増やし、練習改革・意識改革

を進めています。まずは部員の意志を尊重し、考えて行動す

る・実行する。という力を徐々に身に付けてきました。戦績は

昨年、個人戦（三段以上の部）で西日本3位という好成績を

収めた部員もいます。創部50周年を迎え一層、指導者・部員

が一丸となり結果を求めて練習に励みます。これからも大学

関係者および卒業生の先輩方、保護者の皆様のご期待に

添えられるように励んでいきますので、ご支援、ご協力のほど

よろしくお願い致します。

体育会 ソフトボール部

　ソフトボール部は現在１５名で活動を行っています。毎年春と

秋に大会があります。春の大会では、あと一勝すればブロック代

表になれるところまで行きました。現在は３部ですが部員全員で

切磋琢磨し、「２部昇格」を目指して日々精進しています。

　大学の関係者の方々、OB・OGの先輩の方々、保護者の皆様の期待に添えるよう

に励んで行きますので、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いします。

文化会 茶華道部

体育会 日本拳法部

　美術部は現在10名で活動しています。私たちは自分の

好きな時間に部室に集まり作りたいものを作って活動して

います。秋の学祭に展示する作品を作ることが主な活動

内容です。部員一人一人が学祭に向けて日々作品作りに

励んでいます。

　部の雰囲気は学年に関係なくみんながやさしく仲が良

く、作品作りの時以外でも賑やかで楽しく活動しています。

文化会 美術部

　茶華道部は現在、男性8名、女性5名の計13名で活動

しています。茶華道を通じて、日本文化を学び、自己修錬

に励むと同時に「おもてなし」の心を学ぶことを目的として

います。稽古日は毎週月、水、土の15時から本館の9階職

員研修室（茶室）で行っております。流派は、茶道は裏千

家（うらせんけ）、華道は嵯峨御流（さがごりゅう）です。毎

年、大学外では野崎観音での奉仕茶会、子どもを対象に

した茶道体験などボランティア活動も行っています。大学

内では、学園祭やオープンキャンパスなどの茶会も行なっ

ています。ほとんどのメンバーは、大学から茶道を初めた人

ばかりです。茶華道部に入部すると、楽しみながら「人を思

いやる気持ち」や「社会人としての知識」を身につくことは

もちろん、「資格」も取得できます。初心者の方、ご興味の

ある方、大歓迎ですので、一度見学に来てください。

　これからも感謝の気持ちを忘れないで、部員一同、精進

してまいりますので、ご支援やご協力のほどよろしくお願

いします。

　体育会男子硬式庭球部です。現在部員は三回生６名、二回生４名、一回生６名、計１

６名で活動しています。部員一人一人がやる気に満ち溢れており、意識を高く持ち練習に

励んでいます。活動目的は、協調性や人間性などを養い社会人として必要なものを身に

つけることや、リーグ団体戦での二

部昇格、個人戦での本戦出場で

す。今年のリーグ戦では三部残留

と悲しい結果になったので、その

悔しさを忘れずに部員同士が切磋

琢磨をして日々精進しています。

最後に、顧問の佐藤先生、安部監

督ならびに大学の関係者の方々、

OBの先輩の方々、保護者の皆様

への感謝の気持ちを忘れずにこ

れからも頑張っていきます。ご支援

のほどよろしくお願いします。

体育会 男子硬式庭球部
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「
後
援
会
だ
よ
り
」
最
新
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
と
大
阪
産
業
大
学
を
繫
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌

で
す
。

　

今
年
は
、
本
学
園
創
立
90
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
節
目
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
11
月
２
日

に
は
学
園
創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
川
合
会
長
、
市
原
前
会

長
は
じ
め
、
後
援
会
役
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

新
た
な
門
出
を
寿
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
お
届
け
す
る
１
０
２
号
で
は
、

平
成
30
年
度
地
区
懇
談
会
を
は
じ
め
、
各
支
部

の
紹
介
を
中
心
に
、
上
期
の
後
援
会
の
活
動
を

報
告
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
11
月
３
日
か
ら

４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

53
回
阪
駒
祭
や
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
代
表
さ
れ
る
Ｏ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
育

と
い
っ
た
学
生
主
体
の
活
動
も
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
、
在
校
生
か
ら
後
援
会
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
学
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
学
生
（
ご

子
女
）
と
大
学
を
繫
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
、「
保
護

者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。「
保
護
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
へ
の

ア
ク
セ
ス
方
法
と
提
供
し
て
い
る
情
報
の
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
後
援
会
活
動
を
通
し
、
本
学
が

さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
よ
う
、
ご
協
力
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
幹
事
長　

学
生
部
長　

藤
岡 

克
則

編
集
後
記
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　平成 30 年 11 月 2 日（金）、大東市立市
民会館キラリエホールにて、学園創立 90
周年記念式典および祝賀会が挙行され、
大東市市長、東大阪市市長をはじめとす
る地域・地元の皆様、同窓会、保護者、
学生生徒などの学園関係者をお招きし、
記念すべき嘉節を祝いました。
　式典では、冒頭、学園創立 90 周年記念
動画が放映され、続いて吉岡理事長から
式辞が述べられました。
その後、来賓紹介、来
賓祝辞が行われ、東
坂大東市長からは、
「大阪産業大学の学生
の皆様が勉学とスポー
ツの分野において数多くの
成果を積み重ねていくご様子は大東市に
とっても大変喜ばしく思っております。」
とのお言葉を頂きました。
　野田東大阪市長からは、「建学の精神、
“偉大なる平凡人たれ”こそが地域社会か
ら求められており、今後も社会に対して
大きな貢献を成す事をお祈り申し上げま
す」とのお言葉を頂きました。引き続き、
祝電披露、峠常務理事による記念事業概
要報告が行われました。

　また、学園創立 90 周年企画として、学
園を構成する学生、生徒のみなさん、卒
業生そして職員の方々を対象に、建学の
精神「偉大なる平凡人たれ」に因んだ、「私
の偉大なる平凡人像」を募集し、466 通の
応募の中から、受賞された方々の発表が
行われました。
　式典終了後は会場を移し、祝賀会が開
催されました。中村学長の開会挨拶、平
岡校長（大阪産業大附属高校）の乾杯の

後、学園の沿革紹介として当時
の写真等がスクリーンに映し出
され、会場は和やかな雰囲気に
包まれました。

祝賀会では、大阪産業大学吹奏楽
部の演奏が華を添えるとともに歌や振

付も披露され、自然と手拍子が起こりま
した。大阪産業大学校歌、大阪産業大学
附属高校校歌、大阪桐蔭高校校歌メドレー
も演奏され、会場は大いに盛り上がりま
した。

学校法人大阪産業大学
学園創立90周年記念式典・祝賀会

大東市市長東大阪市市長



1
0
2
号

2
0
1
8
年
1
2
月
発
行（
平
成
3
0
年
度
第
2
号・通

巻
1
0
2
号
）

　
後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
最
大

の
催
し
で
あ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
か

ら
毎
回
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
全
国

14
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
西
日
本
豪
雨
や

大
型
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
７
月
に
予
定
し
て
い

た
５
会
場
（
京
都
、
奈
良
、
岡
山
、
福
岡
、
広
島
）
で

の
開
催
を
や
む
な
く
延
期
し
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
内
容
も
一
部
縮
小
し
た
か
た
ち
で
開
催
。
岡
山
地

区
に
お
い
て
は
、
個
別
懇
談
の
実
施
を
見
送
り
、
支
部

総
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
予
定
の
変
更
が
相

次
い
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
で
計
６
０
８
名
の
保

護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
科
の
先
生
と
の

個
別
懇
談
で
は
、
多
く
の
親
御
さ
ん
が
ご
子
女
の
学
生

生
活
や
成
績
に
つ
い
て
熱
心
に
相
談
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

荒天で延期が相次ぐも
各地の会場で盛況に

平成30年度地区教育懇談会

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

当日配布された懇談会資料。

参加者に
聞きました
〈大阪地区〉

懇
談
会
終
了
後
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　会
に
は
毎
年
参
加
し
学
生
さ
ん
の
就
活
体
験
談
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
息
子
が
ス
ピ
ー
チ

す
る
と
聞
き
ビ
ッ
ク
リ
。
心
配
で
し
た
が
、
大
勢
の

前
で
話
す
姿
を
見
て
成
長
し
た
な
ぁ
と
感
慨
深
く
思

い
ま
し
た
。本
人
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

経
営
学
部
　
経
営
学
科

加
藤
修
さ
ん
・
理
英
さ
ん

　
潤
也
さ
ん

　成
績
表
を
見
て
も
、
い
い
の
か
悪
い
の
か
わ
か
ら

ず
に
い
ま
し
た
が
、
個
別
懇
談
で
履
修
票
の
見
方
を

教
わ
り
、
息
子
の
現
状
、
得
意
な
点
、
弱
い
と
こ
ろ

を
把
握
で
き
ま
し
た
。
今
後
ど
こ
に
力
を
入
れ
れ
ば

い
い
か
も
具
体
的
に
ご
相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

工
学
部

　
交
通
機
械
工
学
科

津
田
恭
さ
ん
・
恵
理
さ
ん

こ
の
個
別
懇
談
会
は
子
ど
も
を
日
頃
か
ら
指
導
し
て

下
さ
っ
て
い
る
先
生
と
直
接
お
話
が
で
き
る
機
会
な

の
で
、
毎
回
で
き
る
限
り
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
は
進
学
希
望
で
す
が
、
親
と
し
て
は
院
卒
後
の
将

来
も
気
に
な
り
相
談
。
現
状
を
理
解
で
き
ま
し
た
。

工
学
部
　
都
市
創
造
工
学
科

山
口
浩
司
さ
ん
・
理
恵
子
さ
ん

本
人
か
ら
は
あ
ま
り
話
が
聞
け
な
い
の
で
、
子
ど
も

の
現
在
値
を
き
ち
ん
と
知
り
、
最
新
の
就
職
状
況
を

確
認
し
て
お
く
た
め
に
も
、
こ
う
い
う
機
会
は
あ
り

が
た
い
で
す
。
配
付
の
冊
子
に
も
知
り
た
か
っ
た
情

報
が
満
載
。
帰
っ
て
じ
っ
く
り
読
も
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科

河
野
剛
士
さ
ん
・
美
貴
さ
ん

「
先
生
と
直
接
お
話
し
で
き
て
よ
か
っ
た
」

京都地区はじめ8会場では、
地区教育懇談会に先立ち支部
総会が同時に開催され、平成
30年度の新役員の承認・紹
介なども行われました

動画
配信中


